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ご挨拶（日本ログハウス協会会長／中川信治）　

 　北海道胆振東部地震で被災された皆様には謹んでお見舞い申し上げます。   当協会では被災地域の現地視察を
10 月初旬に実施いたします。北海道は全国的に見てもログハウスの多く建つエリアであり、データを多く収集する
ことは今後のログハウス発展の貴重な資料となります。 視察のご報告は次号ログハウスニュースで行う予定です。
　復興に尽力されている皆様には安全に留意され、1 日でも早く日常の風景が戻りますようお祈り申し上げます。

T o p i c s 1

『夢のログハウスを活かそう ログハウスの中・大規模木造の可能性』
発刊のご案内

T o p i c s 2

　平成 22 年に成立した「公共建築物等における木材の利用の促進に関する法
律」をうけ、各地で木造による公共建築が増えつつあります。ログハウスにお
ける公共建築物も各地で広まりをみせており、木材使用量が多く、木が表面に
表れている点は特に国の施策に応えるアピールポイントといえるものです。
　この度発刊する『夢のログハウスを活かそう ログハウスの中・大規模木造
の可能性』では、公共的用途で建てられた全国各地のログハウスをご紹介する
とともに、協会で取り組んできた丸太組構法の規模・用途拡大へ向けたこれ
までの取り組みなどもご紹介しております。これまでに培った先導的技術を
活用した事例も収めており、ログハウスの活用を促す内容となっております。
　ご注文は協会事務局にて承ります。会員各位は割引価格で購入いただけま
すので、多くのご注文をお待ちしております。

　日本ログハウス協会では例年、 協会員様の協賛によりログハウス協会カレンダーを
発行しておりますが、現在 2019 年版カレンダーに協賛頂ける協会員様を募集しております。 
　この協会カレンダーは協会員の皆様にお届けする以外にも、 全国の書店で販売しているログハウス専門誌であ
る 「ログハウスマガジン （株式会社地球丸刊）」 の 1 月号付録 （11 月末発売） として配布されます。
　多くのログハウスファンのお手元に届くカレンダーになりますので、 ぜひこの機会に自慢の一棟を掲載してみ
ませんか？枠に限りがございますので、 お早めに日本ログハウス協会事務局までお問い合わせください。

2019年版ログハウス協会カレンダーの協賛を募集

■体裁： A4 縦・カラー 40 ページ
■定価： 1,000 円（消費税別）   ※日本ログハウス協会会員は 800 円でご購入いただけます
■当カタログのお申し込み：日本ログハウス協会事務局　TEL　03-3588-8808    info@loghouse.jpn.com 
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 10/22（月）関東中部合同支部会のご案内

T o p i c s 4

T o p i c s 3

　昨年より中部支部長を仰せつかっております（有）土倉製材所の土倉宜也と申します。
弊社は長野県長野市の北隣の町、飯綱町にありますが、中部支部は新潟・富山・石川・
山梨・長野・静岡・愛知・三重と 8 つの県に 15 名の会員を有します。
　多くの県にわたる支部会員の皆様との交流はなかなか取れていないのが現状ですが、
この度、長野県で中部支部・関東支部合同での支部会を開催する運びとなりましたので
ご案内をさせていただきます。
　開催日は 10 月 22 日の月曜日、長野県松本市周辺で行います。

日本ログハウス協会 バナー広告募集
　ログハウス協会ホームページにバナー広告を掲載しませんか？　掲載場所は協会ホームページの下部（小：幅
176× 高さ 136 ピクセル）とページ中央右側（大：幅 493× 高さ 100 ピクセル）の 2 種類の広告を随時募集しており
ます。　バナー（大）は（小）とセットでお申込みいただくことが条件となります。またお申込みいただいた場合、半年
の切替時期より掲載となります。　掲載に関する詳細は協会事務局までお問合せください。

　内容と致しましては、まず「信州型接着重ね梁」の製造工場と、木材試験場の見学です。無垢の横荷材は 30cm 以上
の大径の丸太から製材されるのが一般的ですが、接着重ね梁は小中径材の丸太から取れる角材を組み合わせて作る
ので、組み合わせ次第で梁せいの大きな材を作る事が出来ます。また、従来の薄い木材を積層して作る集成材の梁
とは違い、接着層が少ない為、見た目にも無垢材に近い意匠性が得られる材ですので、ログハウスにも活用できる
と思います。一見の価値は十分にあるかと思います。木材試験場では木材の強度試験等施設の見学になります。
タイミングが合えば実際の強度試験の見学が出来るかもしれません。

　皆様にとって実になる支部会にしたいと思っておりますので、支部の枠
を超えログハウス協会会員の皆様、10 月 22 日に秋の信州・松本の地へ是
非ともお越しください。支部会のご参加は協会事務局より送付のご案内に
返信いただくか協会事務局、または各支部会長へご連絡ください。

協会支部のご紹介②中部支部

有限会社土倉製材所
土倉　宣也

　次に、ログハウス協会芳賀沼顧問を講師に迎え、セミナーを行う予定です。
セミナー内容は林野庁や国交省から出されている助成事業の大型物件での
活用方法等についてお話して頂く予定です。今、伐期を迎えた国産材、木
を使うことに対しては追い風になっています。行政の話、ここでしか聞け
ない話、今後の自社の取り組みに対しても大きな影響のあるお話をしてい
ただけるかと思います。僕、個人としても非常に楽しみなセミナーです。


